
「歴史はおもしろい！」をたくさんの⼈と共有するために
ー歴史学研究者が今取り組むべきことー

鎌⾕かおる
（気候適応史プロジェクト・プロジェクト研究員 ）

報道関係機関と地球研との懇談会（2015年3⽉12⽇ 於京都烏丸コンベンションホール）



⾃⼰紹介
【専⾨】 歴史学（⽇本近世史）
【フィールド】 滋賀県
【研究内容】
・⽣業史研究
⽇本近世近代の内⽔⾯漁業の研究
（漁業権／漁業技術／漁業社会構造）
・地域史研究
⽇本の「村」の総合的研究
（江⼾時代から現在までの地域社会のあり⽅について）
→⼈と⼈・地域と地域のつながり・「今」につながる過去の歴史

今⽇の内容
「歴史学研究者が今取り組むべきこと」について⾃⾝の研究活動を事例に紹介



「地域にまなぶ」研究の実践
「村の⽇記」研究会の活動 ２００５年〜
◎歴史学・⺠俗学・社会学の研究者
◎総合的に「村」を研究
◎区・教育委員会との連携
※主な調査内容
古⽂書調査（区有・個⼈所有・寺院・講）／年中⾏事調査（村・家・寺社）
蔵調査（⺠具・古⽂書）／聞き取り調査／古写真の収集
◎特⾊
地域の⼈々と調査成果を共有
→成果報告会／漁業体験会／⽂化祭展⽰／「記録」を読む会（勉強会）
期限を決めない⻑期的な調査
「⽣活」しながら研究するという⽅法の実践→知内研究所の設置

☆「地域」をまなぶ・「地域」とまなぶ・「地域」でまなぶ
※研究成果を地域へ還元→そこで得られる情報が再び研究に活かされる
「ともにまなぶ」意味・意義／研究者とフィールドの関係





たくさんの⼈と「歴史のおもしろさ」を共有するために
①研究成果の発信
・研究成果の発信の⽅法＝論⽂・著書・講演会・ワークショップ等

※その多くは研究者向け／研究者としては必要
・「研究者が知りたいこと」と「たくさんの⼈が知りたいこと」

※知っていることをどのように共有するかが重要
→現地報告会の実施
昔と今をつなぐ取り組み

②古⽂書講座の実施
・「よき歴史の理解者」の発掘
・「歴史のおもしろさ」を共有

③市⺠講座の実施
「伝えることで得られること」

↓
「得られることから伝えることへ」

研究成果現地報告会（2015年3月8日於大津市）



まとめ
歴史学＝⽬に⾒えて何かに役⽴つという学問ではない

過去を知ることで今の⾃分を知ることができる「⼼の豊かさ」につながる学問

※「歴史」は歴史学研究者だけのものではない
→たくさんの⼈と「歴史のおもしろさ」を共有する努⼒が必要
本当の意味での研究の「地域還元」とは？
歴史学の必要性を考える機会（学問としての危機とチャンス）

⽅法：地域にまなぶ研究／研究成果の発信／古⽂書講座の実施／講演活動

「過去から何をまなび、何が今につながり、何を未来につなげるのか」
それを考えるきっかけ作り＝歴史学研究者の役割


